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第
5
回「
南
あ
わ
じ
市
音
楽
祭
」ピ
ア
ノ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

老
人
ク
ラ
ブ
交
通
安
全
指
導
員
の
研
修

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
向
け

保
育
所（
園
）で
防
犯
教
室

神
代
保
育
所
・
賀
集
保
育
所
・
倭
文
保
育
園

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
２
０
４（
秘
書
課
）

阿
那
賀
地
域
づ
く
り
協
議
会

子
ど
も
ら
が
葉
餅
づ
く
り
に
挑
戦

市
消
防
団
幹
部
の
教
養
訓
練
を
実
施

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
火
災
対
応
に

  

お
め
で
と
う

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
の
ウ
サ
ギ
「
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
」

ラ
ビ
ッ
ト
シ
ョ
ー
で
全
国
１
位

　

８
月
28
日
（
日
）
に
中
央
公
民

館
で
開
催
す
る
「
田
中
正
平
記
念

第
５
回
南
あ
わ
じ
音
楽
祭
」
で
、

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

ら
の
ト
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
と
同
じ
舞
台

に
立
つ
音
楽
家
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
６
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
内
外
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
ピ

ア
ノ
演
奏
の
参
加
者
６
人
が
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
挑
み
、家
族
ら
が
見
守

る
中
、課
題
曲
を
表
現
豊
か
に
演
奏

し
ま
し
た
。審
査
は
、東
京
フ
ィ
ル
の

首
席
チ
ェ
ロ
奏
者
で
あ
る
金
木
博
幸

さ
ん
ら
６
人
が
行
い
、厳
正
な
審
査

の
結
果
、次
の
２
人
が
グ
ラ
ン
プ
リ

と
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
、音
楽
祭

出
演
の
栄
誉
が
決
定
し
ま
し
た
。

◆
グ
ラ
ン
プ
リ

正
住
真
智
子
さ
ん
（
東
京
都
板
橋
区
）

◆
準
グ
ラ
ン
プ
リ

吉
田
彩
華
さ
ん（
大
阪
府
松
原
市
）

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
表
彰

◆
文
化
功
労
賞 

東
良  

重
夫
さ
ん
（
北
阿
万
）

　

今
回
は
同
協
会
創
立
40
周

年
を
記
念
し
た
特
別
文
化
賞

が
設
け
ら
れ
、阿
那
賀
診
療

所
長
で
作
家
の
大
鐘
稔
彦
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
功
労
賞
に
は
、雑
俳
の

愛
好
家
グ
ル
ー
プ「
淡
路
雅
交

会
」の
会
長
の
東
良
重
夫
さ
ん

と
、「
三
原
だ
ん
じ
り
唄
保
存

会
」の
会
長
の
小
林
健
司
さ
ん

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

◆
文
化
功
労
賞 

小
林  

健
司
さ
ん
（
市
）

◆
特
別
文
化
賞

大
鐘  

稔
彦
さ
ん
（
阿
那
賀
）

淡
路
文
化
協
会
　
第
20
回
文
化
賞

佐
藤  

繁
俊
さ
ん
（
松
帆
）

「
子
ど
も
あ
そ
び
場
」
事
業
の
一
環

で
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も
が
ふ
れ

あ
い
、
地
域
の
繋
が
り
を
深
め
よ

う
と
、同
協
議
会
が
企
画
。葉
餅
は
、

地
元
の
山
で
採
れ
た
バ
ラ
の
一
種
サ

ル
ト
リ
イ
バ
ラ
の
葉
で
、
あ
ん
こ
を

包
ん
だ
団
子
を
挟
み
、
蒸
し
器
で

蒸
し
て
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
お
年
寄
り

か
ら
教
わ
り
な
が
ら
、

次
々
と
葉
餅
を
作
り
、

試
食
。「
お
い
し
い
」

と
喜
び
な
が
ら
、
お

年
寄
り
ら
と
葉
餅
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

阿
那
賀
地
区
で
６
月
８
日
、
地

元
の
お
年
寄
り
が
子
ど
も
た
ち
に

郷
土
菓
子
「
葉
餅
」
の
作
り
方
を

教
え
る
体
験
教
室
が
同
地
区
公
民

館
で
行
わ
れ
、
地
元
の
児
童
19
人

と
そ
の
保
護
者
ら
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

阿
那
賀
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

　

高
齢
者
へ
の
交
通
安
全
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
南
あ
わ
じ
市
高

齢
者
交
通
安
全
指
導
員
の
研
修
会

が
５
月
23
日
に
賀
集
地
区
公
民
館

で
開
か
れ
、
約
１
３
０
人
の
指
導

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
警
察
署
長
及
び
市
交

通
対
策
協
議
会
長
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
同
指
導
員
は
２
年
任
期
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
員
に
対
し
て
交
通
安

全
の
広
報
活
動
や
指
導
等
を
行
い
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
同
警
察
署
の
浅

井
博
幸
交
通
課
長
よ
り
指
導
員

制
度
の
趣
旨
説
明
が
あ
り
、「
高

齢
者
の
事
故
は
自
宅
か
ら
半
径

５
０
０
メ
ー
ト
ル
内
で
遭
う
こ
と

が
多
い
。
通
り
慣
れ
た
道
で
も
注

意
を
怠
ら
ず
、
安
全
確
認
を
徹
底

し
て
ほ
し
い
」
と
、
注
意
を
促
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
高
齢
者
交
通
安
全

教
育
隊
「
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
（
ス
タ
ウ
ス
）」

に
よ
る
教
室
も
あ
り
、
歩
行
者
教
育

シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
、
い
つ
も
の
道

で
も
「
と
ま
る
、み
る
、ま
つ
」の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
徹
底
す
る
よ
う
に
、
指
導

員
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

▲交通事故防止に向け、熱心に研修を受ける指導員

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
家
屋
の
火

災
が
起
こ
っ
た
際
、
消
火
活
動
中

の
漏
電
に
よ
る
事
故
等
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
南
あ
わ
じ
市
消
防
団

は
、
幹
部
団
員
を
対
象
と
し
て
、

５
月
29
日
、
市
役
所
会
議
室
で
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
火
災
原
因
と
火
災

時
の
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
教
養

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
携

わ
っ
て
い
る
シ
ャ
ー
プ
エ
ネ
ル
ギ
ー

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
担

当
者
が
講
師
と
な
り
、「
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
は
原
理
上
、
太
陽

光
を
受
け
て
い
る
日
中
は
発
電
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

接
続
配
線
が
破
損
し
て
い
る
場
合

は
、
接
触
し
た
り
、
近
く
で
放
水

し
た
り
す
る
と
感
電
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
消
火
活
動
す
る
団
員
は

絶
縁
機
能
を
持
っ
た
手
袋
と
長
靴

を
着
用
す
る
こ
と
。
ま
た
、
シ
ス

テ
ム
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
こ

と
に
よ
り
、
二
次
災
害
が
防
止
で

き
る
」
と
教
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

清
水
英
一
第
３
方
面
隊
副
隊
長

は
、「
火
災
時
の
危
険
性
と
予
防

策
を
団
員
に
き
ち
ん
と
伝
え
、
現

場
で
は
気
を
付
け
た
い
」
と
真
剣

な
眼
差
し
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲業者の説明を聞き入る消防団幹部

▲葉餅づくりを体験する子どもたち

▲１位に選ばれたニルヴァーナ

て
い
る
ウ
サ
ギ
「
ニ
ル
ヴ
ァ
ー

ナ
」（
雌
・
１
歳
）
が
、
ウ
サ

ギ
の
容
姿
な
ど
を
競
う
「
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ　

Ｒ
Ａ
Ｂ
B
Ｉ
Ｔ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

第
51
回
ラ
ビ
ッ
ト

シ
ョ
ー
（
５
月
22
日
・
大
阪
梅
田
）」

で
、
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
15
品

種
１
１
２
羽
の
中
で
総
合
１
位

に
あ
た
る
「
ベ
ス
ト
・
イ
ン
・

シ
ョ
ー
」
に
輝
き
ま
し
た
。　

　
「
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク　

イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
」
で
飼
育
さ
れ

　

佐
藤
繁
俊
さ
ん
は
、
長

年
に
わ
た
り
障
害
の
あ

る
方
々
の
福
祉
向
上
や
権

利
擁
護
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
第
61
回
日
本
身
体
障

害
者
福
祉
大
会
で
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
各
分
野
で
の

活
動
を
通
し
て
、淡
路
地
域
の
文

化
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
市

内
で
３
人
の
方
々
が
淡
路
文
化

協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
警
察
署
員
の
指
導
の
も

と
、神
代
・
賀
集
・
倭
文
の
保
育
所（
園
）

で
防
犯
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

不
審
者
侵
入
訓
練
と「
さ
す
ま
た
」

▶
不
審
者
侵
入
訓
練

で
駆
け
付
け
た
警
察

官
が
不
審
者（
役
）を

取
り
押
さ
え
て
確
保

▲さすまたの使い方訓練（倭文保育園６月１５日）

▲出演が決定した正住（しょうじゅう）さん（左）と吉田さん（右）

の
適
切
な
使
い
方
や
護
身
術
の
指
導

な
ど
が
行
わ
れ
、い
ざ
と
い
う
時
に
慌

て
ず
、警
察
官
が
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
の
数
分
間
、子
ど
も
た
ち
を
守

る
た
め
の
対
応
を
訓
練
し
ま
し
た
。

　

警
察
署
員
か
ら「
何
か
不
審
だ
な

と
感
じ
た
ら
、積
極
的
に
通
報
し
て

ほ
し
い
。
不
審
者
へ
の
対
応
は
、決

し
て
無
理
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、防
犯

講
話
で
は
、知
ら
な
い
人
に
声
を
か

け
ら
れ
て
も「
行い
か

か
な
い
、乗の

ら
な
い
、

大お

声
を
出
す
、すす

ぐ
逃
げ
る
、知し

ら

せ
る
」
の
標
語
「
い
か
の
お
す
し
」

を
守
ろ
う
と
呼
び
か
け
、園
児
た
ち

は
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
５
回
の
節
目
を
迎
え
る
今
年

の
音
楽
祭
も
最
高
の
音
楽
が
奏
で

ら
れ
、
会
場
を
魅
了
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

※
チ
ケ
ッ
ト
等
お
問
い
合
わ
せ
は

　

社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２


